
議案審議 (1)

平成 25年度事業報告書 (案 )

日本更生保護学会

1 理事会

(1)平成 25年  6月 7日 (金):第 1回 日本更生保護学会理事会

(2)平成 25年 12月 7日 (土):第 2回    〃   (国 士舘大学 )

2 更生保護学会ワーキング・グループ

(1)平成 25年 8月 26日 (月 ):更生保護会館・会議室

(2)平成 25年 11月 25日 (月 )国士舘大学世田谷キャンパス

3 総会

平成 25年 12月 7日 (土 )

正会員 713人 の うち、当日出席者 174°人、委任状提出者 416人

4 第 2回更生保護学会大会

更生保護法施行 5周年一現状 と課題―

第 1日 目  大会長挨拶

基調講演 :原 田明夫元検事総長

学会企画 :シンポジウム

司会 :藤本会長

交流会

第 2日 目  大会企画シンポジウム

医療観察 :社会復帰促進モデル事業

刑事司法 と福祉 との連携モデル

BBS活 動の現状 と課題、そ して展望

近畿 (大阪)・ 中部 (名 古屋)委員会による薬物・性犯罪者

処遇プログラム

自由報告

5 学会誌『更生保護学研究』第 2号及び 3号の発刊

発刊予定 日 :第 2~号は平成 25年 6月 (学会の抄録 )

第 3号は平成 25年 12月

編集委員会委員長 (辰野 文理 )



6 会報の発行

年 1回以上発行 し、ホームページに掲載する。

7 関係学会、関係機関等 との連携の強化

関係学会 との連携を図るとともに、刑事司法の実務に当たる法務省、検

察庁等の関係機関とも連携を強化する。

8 世界保護観察官会議に対する支援

2013.10。 8～ 10。 10、 ロン ドンで行われた標記会議に生島浩理事、小長井

賀典理事 (当 時イギリス留学中)、 左近司彩子保護観察官 (会員)が 出席 し日

本の保護観察について口頭発表するとともにケンブ リッジ大学犯罪学研究

所を訪問し、国際交流活動を行つた。



平成25年度収支決算書

(平成25年 4月 1日 ～平成26年 3月 31日 )

収 入 の 音56,276,134円
支 出 の 部 4,416,988円

当 期 繰 越 金  1,859,146円

日本更生保護学会

(単位 :円 )

入の音 (単位 :円 )

科 目 予  算  額 決 算 額 増 減 (△ )額 備 考

助 成 金 収 入 3,300,000 3,500,000 △   200,000

日本 更 生 保 護 協 会 3,000,000 3,000,000

全 国 保 護 司 連 盟 200,000 200,000

日 立 み ら い 財 団 100,000 100,000

lalひ まわ リサ ー ビス 200,000 △   200,000

寄 付 金 収 入 0 50,000 △ 50,000
△

費 J又 入 2,435,000 1,944,500 490,500

正 会 員 会 費 2,100,000 1,839,000 261,000 3,000円 ×613人

学 生 会 員 会 費 15,000 40,500 △ 25,500 BBS会員含む  1,500円 ×27人

賛 助
△

費 20,000 20,000 0 5,000円 ×4口

入 会 金 収 入 300,000 45,000 255,000 1,000円 ×45人

大 会 参 加 費 収 入 630,000 551,000 79,000 参加会費2,000円 ×261人=522,000円  学生 1,000円 ×29人 =29,000円

大 会 収 入 口広 告 料 230,000 △   230,000 lalひ まわリサービス50,000円 +30,000円 ×6出 版社

雑 ‖又 入 10,000 634 9,366 利息等

△
計 6,375,000 6,276, △ 98,866

支出の部
科 目 予  算  額 決  算  額 増 減 (△ )額 備 考

機 関 誌 発 行 費 4,400,000 3,064,080 1,335,920

編 集 委 員 会 100,000 100,000 学会誌編集委員会諸費

委 託 費 900,000 1,138,200 △   238,200 学会誌編集事務委託

編 集 諸 費 300,000 300,000 原稿料

用J 費 2,600,000 1,790, 809,855 学会誌発行費1,000部 ×2回、第3号抜き刷 り

発 送 諸 費 500,000 135,735 364,265 学会誌発送関係

印 刷 製 本 費 100,000 26,250 73,750

諸 届」 100,000 26,250 73,750 封筒印刷等

通 信 運 搬 費 100,000 76,300 23,700 切手、発送費等

)肖 耗 ロロ 費 118,094 △   118,094 パソコン購入等

旅 費 交 通 費 16,700 △    16,700

役 務 費 150,000 191,280 △ 41,280 世界保護観察官会議参加分担金、パソコン作業

広 報 活 動 費 100,000 56,811
月
叶 189 ホームページ保守契約、サーバー代

大会運営委員会関係費 1,000,000 727,868 272,132

大 会 運 営 委 員 会 200,000 23,320 176,680 打合せ諸費交通費等

大 会 関 係 費 800,000 704,548 95,452 講演謝金、発表者旅費、テープ起 し、プログラム印刷等

△

面我 費 200,000 136,140 63,860

常 務 理 事 会 費 59,760 △ 59,760 常務理事会開催諸費

理 事
△

費 200,000 76,380 123,620 理事会開催諸費

雑 費 100,000 3,465 96,535 振込手数料等

予 備 費 225,000 225,000
△

計 6,375,000 4,416,988 1,958,012

当 期 繰 越 金 1,859, △ 1,859, 146



議案審議 (2)

平成 27年度事業計画書 (案 )

日本更生保護学会

1 年次大会の開催 第 4回更生保護学会大会

日時場所 :平成 27年 12月 5日 ～ 6日  慶應義塾大学 日吉キャンパス

開催趣 旨 :更生保護及び医療観察の諸問題について、実務家、篤志家、研

究者が相集って学際的・学術的な立場か ら探求 し、もつて、犯罪

者の社会内処遇及び医療観察対象者の地域処遇の充実 と新たな発

展に資する体系的な基盤を創成する。

大会運営・実行委員長 :太田 達也

2 総会の開催

平成 27年 12月 5日 午後 1時 30分か ら慶應義塾大学 日吉キャンパスに

おいて第 4回総会を開催する。

3 学会誌『更生保護学研究』第 6号及び 7号の発刊

発刊予定日:第 6号は平成 27年 6月 (学会の抄録)

第 7号は平成 27年 12月

編集委員会委員長 (:辰野 文理)

4 会報の発行

ホームページに掲載する。

5 関係学会、関係機関等との連携の強化

関係学会との連携を図るとともに、刑事司法の実務に当たる法務省、検察

庁等の関係機関とも連携を強化する。

6 その他



議案審議 (2)

収入の部

平成 27年度収支予算書 (案 )

(平成27年 4月 1日 ～平成28年 3月 31日 )

収 入 の 音F6,056,000円
支 出 の 部 6,056,000円

日本更生保護学会

(単位 :円 )の

科 目 予  算  額 前年度 予算額 増 減 (△ )額 備 考

助 成 金 収 入 3,500,000 3,500,000

日 本 更 生 保 護 協 会 3,000,000 3,000,000

全 国 保 護 司 連 盟 200,000 200,000

日 立 み ら い 財 団 100,000 100,000

株 式会社 ひまわ リサー ビス 200,000 200,000

費 1又 入 2,005,000 2,165,000 △   160,000

正 会 員 会 費 1,950,000 2,100,000 △   150,000 3,000円 ×650人

学 生 会 員 会 費 15,000 15,000 BBS会 員含む  1,500円 ×10人

賛 助 費 20,000 20,000 5,000円 ×4口

入 会 金 収 入 20,000 30,000 △    10,000 1,000円 ×20人 (新規加入者分)

大 会 関 係 収 入 550,000 550,000

大 会 参 加 収 入 400,000 400,000
参加会費2,000円 ×190人 =380,000円  学生1,000

円×20人 =20,000円

そ の 他 の 大 会 収 入 150,000 150,000 広告料 30,000円 ×5書店

雑 1又 入 1,000 5,000 △ 4,000 利息等

計 6,056,000 6,220,000 △   164,000

の (単位 :

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 (△ )額 備 考

機 関 誌 発 行 費 3,300,000 3,650,000 △   350,000

編 集 委 員 会 50,000 100,000 △ 50,000 学会誌編集委員会諸費

委 託 費 1,200,000 300,000 900,000 学会誌編集事務委託 (学会誌制作関係2回 )

編 集 諸 費 100,000 400,000 △   300,000 原稿料等

届」 費 1,800,000 2,600,000 △   800,000 学会誌発行費1,000部 ×2回

発 送 諸 費 150,000 250,000 △   100,000 学会誌発送関係

印 刷 製 本 費 100,000 100,000

諸 昴J 100,000 100,000 封筒印刷等

肖 耗 口
叩 費 50,000 50,000 事務用品費等

通 信 運 搬 費 250,000 250,000 切手等

旅 費 ・ 交 通 費 30,000 30,000 事務連絡用

役 務 費 700,000 100,000 600,000 アルバイ ト 1名

広 報 活 動 費 100,000 100,000 ホームページ更新関係等

大 会 運 営 委 員 会 関 係 費 1,100,000 1,100,000

大 会 運 営 委 員 会 100,000 100,000 大会準備委員会諸費

大 会 関 係 費 1,000,000 1,000,000 旅費、謝金、役務費、印刷費、雑費、交流会費等

圭
我 費 300,000 350,000 △ 50,000

理 事 費 200,000 200,000 理事会諸費

常 務 理 事 会 費 100,000 150,000 △ 50,000 常務理事会諸費

雑 費 50,000 100,000 △ 50,000 諸雑費等

予 備 費 76,000 470,000 △   394,000

計 6,056,000 6,220,000 △   164,000



議案審議 (3)

任期満了に伴 う理事の選任 について

日本更生保護学会

(提案理 由)

1 現在の理事、監事は全員、平成 27年 3月 31日 をもつて任期満了

となるので、次期の理事、監事 (任期 H27。 4。 1～ H30。 3。 31)
を選任す る必要がある。

2 現在 (平成 26年 12月 1日 現在)の理事、監事

(注)理事 (定数 20人以上 25人以下 :現在員 24人 )

監事 (定数 2人 :現在員 2人 )

3 新理事について

(1)川本満隆理事、可児克之理事は平成 27年 3月 31日 で退任。

(2)他 の理事及び監事は再任。

(3)新理事 として、宇津木 朗会員 (法務省保護局精神保健企画官補

佐官 )

丸山 晴夫会員 (全国更生保護法人連盟事務局長 )

今福 章二会員 (法務省保護局参事官 )

を推薦。 (順不同)

(4)新理事・監事の名簿は別紙の とお りであ り、任期は平成 27年 4

月 1日 か ら平成 30年 3月 31日 まで。



別 紙 (2) 日本更生保護学会理事名簿

(順不同 )

役 名 氏  名 所  属

会 長 藤本 哲也 常磐大学

2 副会長 生島 浩 福島大学大学院

3
常務理事

総務委員会
柿澤 正夫 (更 )日 本更生保護協会

4
ノノ

大会運営委員会
小長井 賀興 立教大学

5
′′

編集委員会
辰野 文理 国士舘大学

6 理 事 石川 正興 早稲田大学法学学術院

7 理 事 石塚 伸一 龍谷大学

8 理 事 *今福 章二 法務省保護局参事官

9 理 事 *宇津木 朗 法務省保護局

10 理 事 蛯原 正敏 九州地方更生保護委員会

理 事 太田 達也 慶應義塾大学

12 理 事 押切 久遠 法務省保護局

13 理 事 ノJヽ大田 哲夫 (株 )ひまわリサービス

14 理 事 久保  貴 中国地方更生保護委員会

15 理 事 炭谷  茂 (社福)恩賜財団済生会

16 理 事 染田 恵 大津保護観察所

17 理 事 高木 俊彦 東京福祉大学

18 理 事 土井 政和 九州大学大学院

19 理 事 平尾 博志 法務省保護局

20 理 事 古澤 恭一 (更 )全国保護司連盟

21 理 事 前川 泰彦 東京福祉大学

22 理 事 *丸山 晴夫 (更 )全国更生保護法人連盟

23 理 事 御厨 勝則 山梨県立大学

24 理 事 守山 正 拓殖大学

25 理 事 山田 憲児 全国就労支援事業者機構

監 事 久保  潔

2 監 事 西中間 貢

(平成27年 4月 1日 )


